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ARDCについて

ARDCは、オーストラリアの研究デ
ータ基盤を担う中核機関です。

私たちの目的

データを通じて、オーストラリアの
研究者に競争優位をもたらすこと。

私たちの使命

高品質なデータ資産の創出、分析、保持
における卓越性を推進することで、研究
とイノベーションを加速させること。



世界をリードするデジタル基盤が、オーストラリアの

研究者による社会変革を支えている

人材
Research Data Commons
（研究データ・コモンズ）

地球
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（研究データ・コモンズ）

人文・社会科学および先住民
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（研究データ・コモンズ）



FAIR & 
CARE
の原則



国家戦略は成果をもたらす -

ビジョン2020：オーストラリアにおけるORCiD

の将来像

● 2017年にAustralian ORCID Governance 

Committee により発表

● 豪州大学協会（研究担当）代表、資金配分機

関である豪州研究会議（ARC）および国立保

健医療研究評議会（NHMRC）、Council of 

Australasian Uni Librarians (CAUL)、Australasian 

Research Management Society (ARMS)などの主

要なステークホルダーが共同で策定

● 2023年に更新

現在の状況に至るまでの経緯

https://aaf.edu.au/orcid/

https://static.aaf.edu.au/media/2017/ORCID/ORCID_Aust_Vision_FIN_LR_20170706.pdf
https://static.aaf.edu.au/media/2017/ORCID/ORCID_Aust_Vision_FIN_LR_20170706.pdf
https://static.aaf.edu.au/media/2017/ORCID/ORCID_Aust_Vision_FIN_LR_20170706.pdf
https://aaf.edu.au/wp-content/uploads/ORCID_Vision_2023_FIN_20210415.pdf


2024年2月に発表されたオーストラリアのPID国家戦略

私たちのビジョン

相互接続された永続的識別子

の普遍的な利用を通じて、オ

ーストラリアの研究の質、効

率、および影響力を高めるこ

と

https://doi.org/10.5281/zenodo.10656276



オーストラリア国家PID戦略 -目標

研究の質と効率の向上

1. 研究に用いられるインプットの発見可

能性、アクセス性、相互運用性、再利用

性を高める。

2. 研究成果の発見可能性、アクセス性、

相互運用性、再利用性を高める。

3. 研究の再現性、来歴、帰属を向上させ

るとともに、事務負担を最小限に抑え、

研究者が研究により多くの時間を割ける

ようにする。

https://doi.org/10.5281/zenodo.10656276



オーストラリア国家PID戦略 -目標

国家研究およびイノベーション・エコ
システムの最適化

4.研究のインプットによる影響を把握し、

研究の質や影響、公共の利益に関する根

拠を評価する能力を向上させる。

5. オーストラリアの研究力を可視化する

能力を向上させる。

https://doi.org/10.5281/zenodo.10656276



オーストラリアのPID国家戦略

私たちのビジョン

相互接続された永続的識別子の普

遍的な利用を通じて、オーストラ

リアの研究の質、効率、および影

響力を高めること

具体化に向けて…

行動計画の策定…

…国家的連携

…ステークホルダー主導で構築

…確立された基盤の上に展開

https://doi.org/10.5281/zenodo.10656276



https://doi.org/10.5281/zenodo.20032775

…国全体で連携しながら推進 …ステークホルダ主導で構築 …確立された基盤の上に展開



https://doi.org/10.5281/zenodo.20032775

…国全体で連携しながら推進 …ステークホルダ主導で構築 …確立された基盤の上に展開



組織・機関向け

PIDの概要

個人および貢献者向け

研究成果、設備、

助成金向け

活動およびプロジ
ェクト向け

試料・検体向け



サービス：
● ARDC DataCite デジタルオブジェクト識別子（DOI）
サービス

● ARDC IGSN サービス
● RAiD サービス
● ARDC Handle サービス

専門家のアドバイス：

● PIDの実装
● ベストプラクティスと標準
● 実践コミュニティのサポート
● ARDCはDataCite DOIコンソーシアムのリーダーです

例：DataCite DOIコンソーシアム
● 89の加盟組織が、研究データおよび関連資料にDataCite DOIを付与するためにARDCのサービスを利用しています
● 大学、政府機関、NCRIS／研究施設、助成機関。
● 2025年までに本サービスを通じて218,600件のDOIを発行

ARDC PIDサービス



RAiD Australasia Service：

● 加盟組織数：14

● 発行されたRAiD：629件（公開保留中のRAiD：71件を含む）

● オーストラリアおよびニュージーランドの公的資金による研究

活動、または非営利の研究機関は無料

例：RAiD：研究活動識別子

RAiD Global:

● 欧州、米国、カナダにおいてRAiD登録機関を

設立するため、パートナーシップを構築

● DataCite、ORCID、および国際的な基盤との

運用パートナーシップ

● ORCID、ReDBox、myLaminin、RSpaceとの連

携。Dataverse、Figshareとの連携は策定中。



https://doi.org/10.5281/zenodo.20032775

…国全体で連携しながら推進 …ステークホルダ主導で構築 …確立された基盤の上に展開

3つのステークホルダー・アクショ
ン・グループ：
● 38機関（昨年は28機関）
● 資金配分機関 5機関（昨年は3
機関）

● 12のNCRIS施設

成果には以下が含まれます：
● ARCおよびNHMRCのPID行動計
画

● 機関の価値提案
● 機関向けCMM
● NCRIS向けPIDガイダンス



機関・ステークホルダー・アクショングループ

2025年時点で28の組織（うち24が大学）から51名の

参加者

当初の目標には以下が含まれていた：

● PIDがもたらすメリットや、PIDによって解決できる課題に
対する理解を深めること

● 所属機関内でのPIDの活用を促進・加速させる能力の向上

● 最新情報を把握し、理解を深め、他者から学ぶこと

● 所属機関におけるPID（永続識別子）の導入・実装を計画

し推進するために、より効果的に能力（スキル）と体制
（キャパシティ）を強化すること

● PIDを活用して、研究ライフサイクル全体（品質、インパ
クト、ROI、活用状況、成果）を追跡すること



2025年時点で28の組織（うち24が大学）から51名
の参加者

当初の目標には以下が含まれていた：

● PIDがもたらすメリットや、PIDによって解決できる課題
に対する理解を深めること

● 所属機関内でのPIDの活用を促進・加速させる能力の向上

● 最新情報を把握し、理解を深め、他者から学ぶこと

● 所属機関におけるPID（永続識別子）の導入・実装を計画
し推進するために、より効果的に能力（スキル）と体制
（キャパシティ）を強化すること

● PIDを活用して、研究ライフサイクル全体（品質、インパ
クト、ROI、活用状況、成果）を追跡すること

価値提供のシナリオ

研究の質とインテグリティ

事務的な負担の軽減

FAIR原則・CARE原則およびオ
ープンリサーチ

インパクトの可視化：PIDsを活
用した大学研究の連携

関係性の強化と理解の深化

データ管理の改善

研究者へ向けて

研究機器・設備に関するPID

ワーキンググループ：15名

機関・ステークホルダー・アクショングループ



実装のレシピ

組織ID（ROR）

研究者プロフィール (ORCID)

基盤、設備、プラットフォー
ム、および機器

プロジェクト・活動追跡
(RAiD)

助成金管理

成果の捕捉（データを含む）

未定 検体・試料

能力成熟度モデル
（初級、中級、上級）

役割と責任

ガバナンスとポリシー

コミュニケーション

ユーザーエクスペリエンス

リソースとスキル

ワークフロー

実装基盤システムおよびテク
ノロジー

レポートおよびベンチマーク

設備および機器

RAiD能力成熟度

ワーキンググループ：18名

ワーキンググループ：10名

2025年時点で28の組織（うち24が大学）から51名
の参加者

当初の目標には以下が含まれていた：

● PIDがもたらすメリットや、PIDによって解決できる課題
に対する理解を深めること

● 所属機関内でのPIDの活用を促進・加速させる能力の向上

● 最新情報を把握し、理解を深め、他者から学ぶこと

● 所属機関におけるPID（永続識別子）の導入・実装を計画
し推進するために、より効果的に能力（スキル）と体制
（キャパシティ）を強化すること

● PIDを活用して、研究ライフサイクル全体（品質、インパ
クト、ROI、活用状況、成果）を追跡すること

機関・ステークホルダー・アクショングループ



CMMワーキンググループ（例）

https://doi.org/10.5281/zenodo.18383425



ARDCのPID戦略チーム

Natasha Simons

Director, National

Coordination

Siobhann McCafferty

PID Product Manager

Lyle Winton

PID Strategy Program 

Manager

Matthias Liffers

RAID Product Manager

Lesley Wyborn

Research Data Strategist



お問い合わせ

ardc.edu.au

contact@ardc.edu.au

+61 3 9902 0585

Australian-Research-Data-Commons

Subscribe
https://ardc.edu.au/subscribe
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